
システム開発室における疲労度調査について

1.はじめに

コγピューターの運用が24時間体制で開始されたこ

とから，システム開発室の勤務体制が昭和51年9月1

日から新三部制lに移行した。

これに伴い，コンピューター取扱いとL、う特殊な分

野での新三部制，および空調畿の騒音が勤務員に及ぼ

す疲労について調査を実施した。

2. 調査期間

第 1 回昭和51年 9 月 27 日 ~10月 8 日

〈新三部制実施直後〉

第 2 回昭和51年 11月 29 日 ~12月 12 日

〈新三部制実施から三カ月後〉

3. 調査方法ならびに調査人員

週休明けの当番目から当番目 3日，自動日 2日を l

+イクルとして調査した。

当番目は8時30分.12時. 17時.22時，翌朝8時の

5回， 日E訪日は8時30分.12時.17時の3回について

行い，調査人員は当番目延358名. 日動日延103名で

あった。

4. 調査項目

(1) 自覚症状調ぺ

日本産業衛生協会，産業疲労研究会によって1967

年に提案された表 lの様式を用いて自覚的疲労を中

心として疲労状態を検討した。

訴えの頻度を総訴え率という観点から観察すると

ともに，各症状別訴え率等についても観察した。

なお訴え率Tは
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表 1 自覚症状しらぺ
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で表わした。 (1)

(2) 純音最小可聴関値

M. T. Audiometer (永島医科器械株式会社〉を

用いて測定した。

ヰが聞き得る最も小さい音を最小可疎開値とい

い.~覚疲労があると大きい音でないと聞こえなく

なり，その差は疲労の程度に応じて変化し最も関

係するのは4000Hz稽といわれている。

(3) フリッカー値〈ちらつき値〉

( 93 ) 

フリッカー値測定器FL-I0型(柴田化学器械工

業株式会社〉を用いて測定した。

光を断続させて，それが連続光と見えるか，断続

光とみえるかの境の断続回数をヲリッカー値とい

う。疲労すると値が低下する。

フリッカー値からその日の疲労の変化をみるのに

日内低下率を，又週内の疲労の蓄積を週内低下率を

用いるが，これらは次式より求められる。 (2)
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日内低下率

= 作業後値 xl∞-100(%) 
週休の翌日の当番目の作業前値

週内低下率

= 各当番目の作業前値 x 100-100(%) 
週休の翌日の当番目の作業前値

(4) 体重

タニタ家庭用体重計を使用し体重の増減を調査し

た。

(5) 血圧

自動血圧計NON.7(株式会社パーラマ〉を用い

て血圧の変動を測定した。

(6) 脈拍

触診法を用いて脈拍の変動をaw定した。
(η 騒音

簡易騒音計NA-02型(リオン社〕を用いて測定

した。

5. 調査結果

(1) 自覚症状調査

ア総訴え率

30項目全体としての訴え率を総訴え率といい，

その集団の訴え率がどのくらいあるか，又他の集

団の訴え率との比較に用いられる。

今回の調査における総訴え率は 17.5%であっ

た。その内訳は表2で示すように第 1回の総訴え率

は17.1~五，第 2 回は17.9%で有意差はなかった。

表 2 自覚症状調査による第 1回，第2回

訴え率の比較
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イ 症状別訴え率

症状別訴え率は三群からなっており，

I群は「ねむけとだるさ」の成分

E群は作業への意欲の減退を背景にした「注意

集中の困難」の成分

E群は「身体異和感」の成分

に分類されている。 (3)

表2から第 1回，第2回の症状別訴え率を比較

すると群においては第 1回より第2回の方が

増加しており， 11群においては逆に減少してい

た。 illl洋においては第 2回の方がわずかに増加し

ていた。

1. 2固とも各群における訴え率の多い順序は

I>II>ill 

( 94 ) 

となり， これは「精神作業型，夜勤型」といわれ

る勤務型悠にみられるものである。

ウ 質問項目別訴え率

図 1は第 1回，第2回の測定結果をまとめ，各

当番ごとに比較したものである。週休の翌日の当

番目を 1当番目とし続いて 2，3当番目とし

た。

10 50 ‘。

三iis 
図 1 各質問項目別訴え率

(各当番目の比較〉

各当番ともそれぞれ訴え率に多少の差はある

が，全体的にはほぼ同じ型をしていた。

図2は質問項目別訴え率を第1固と第2固とで

比較したものであるが，訴え率に多少の差はある

が，全体的にはほぼ同じ型をしていた。
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図 2 各質問項目別訴え率

(第 1回・M2回の比較〉

各項目別にみると，第 1回の 1位は項目 6rね



むいJ51%. 2位は項目 7r目がつかれるJ43 
3伎は項目印「横になりたしゴ 42%と総いて

L 、Tニ。

第2留め 1位は部目 6 ねむし、 58%. 位は

項目 7r目がつかれるJ48%. 3位は項目 5r頭

がぼんやちする;貯%と線、てい

エ 時間別訴え率

図3は時間別訴え率を表わしたものである。

2S 

傘

道争議1.0 

--・，.
糊叫幽- .重量韓

.. .so岡市o .r:o・12:00 ':00 

聞

図 3 時間別訴え率

第 1 は朝 8鴻30分ょや12時.時頃のみの:訴

え率は低く.22時から翌朝8時にかけて増加して

しもt:..o

第2回は朝8時30分より17時頃まで訴え率はあ

り変化してレなし、が，幻時から翌翌朝8時にかけ

て増加していた。しかし第 1回より増加の幅は小

きかった。

(2) 純音最小聴閥鍛

図4は聴覚減衰度を表わしたものである。

(a) ， 4) 
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第1回，第2固とも4，OOOHzを中心とした減衰は

顕著に表われなかゥた。

(3) ツリッカ…値(ち

測定結果は図5のとおりであった。
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図 5 瀦内・滋内低下率

日内総下率

1当番目は8時30分より12時， 17時頃が上昇

い 22fl寺から翌納品時1::'かけて低下してし

2当番目は8時30分より12時， 17時頃が上昇

し， 22時頃に低下し翌朝8時に上昇していた。

なお， この値は綴 1回.お 2 より求めた値で

ある。

週内総下率

図5で示されるように当番より 2当番 3

5話番と絡が低下していた。

図6は第 1回，図 7は第 2回の週内， 日内低下

率を表わしたものである O 第 1回は 1当番 2当

3 撃の訴え唱の差は大きかったが，多彩 2回

は訴え率の差が小さくなっていた。
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(4) 騒音



測定期間中を通じ69~78ホーンであった。

(5) その他

体重，血圧，脈拍は顕著な変動はみられなかっ

た。

6.考察

(1) 自覚症状調査

システム開発室における夜勤後の訴え率は群

42.4%， II群は14.3%，m群11.0%，総訴え率は
22.5%で「精神作業型，夜勤型」の勤務型態を示し

ていた。表3はいろいろな職種の夜勤後の自覚症状

訴え率を表わしたものであるが，同表中同じ勤務型

態といわれている航空管制官のそれと比較してみる

と，システム開発室の訴え率はむしろ低かった。

表 3 夜勤後の疲労自覚症状訴え率

瞳 組 動車 のべ人監 目 聞

(1)草草官 ..1fi .) 夜勤 37 51.4% 24.0% 14.0% 
b) 17 ~.3 37.7 18.1 

c) ， 45 57.1 18.7 17.8 

d) a 25 70.0 4U  33.2 

む} タタレ〆ー運伝予 一畳置問 67 45.8 22.5 23.3 

(3)印刷工・)配勤 同 45.2 13.0 14.8 
b) . 69 50.8 20:6 28.8 

(1，)圧延エ・] ， 34 40.9 
14‘ 24.4 

b) ， 53 68.8 29.1 37.5 
8， 67.7 31.7 30.1 

(5) 世故工唱工日 ， us 29.7 8.5 15.7 
(6)・U所工見

“ 
品 2 31.8 34.5 

(7) 駅隅円.11'主H ・) ， 65 43.0 11.6 18.8 

. ) 一民主~，) 27 29.6 7.9 16.3 

b) ， 60 53.7 21.7 20.3 

c)直勤 95 58.5 23.1 29.8 
d) a l1S 60.5 21.6 25.4 

(8) オベレータ- .) ， 77 82.3 50.4 ‘0.0 
b) ， 49 67.7 ~2 .6 37.6 

c) ， 66 68.8 32.0 ‘1.2 
d) 42 77.1 50.9 ‘2.4 

平均 57.1 26.7 26.8 

(産業疲労吉竹博疲労自覚症状の訴え率

と症状群の構成より〉
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次に精神，神経作業型といわれているある事例の

作業前，後の項目別訴え率(図8)と，システム開

発室における作業前，後の項目別訴え率(図 9)と

比較してみた。図8は精神，神経作業者(男子〉で

あるが，職種，勤務体制は特に説明がないのでわか

らないが，訴え率からみて昼間だけの作業とみられ

る。

各群における各項目別訴え率作業後についてみる

と，図8において I群は7項の「目がつかれる」

54.0%を最高に6項「ねむいJ28.6%， 5項「頭が

ぼんやりするJ26.4%と続き， II群は， 20項の「根

気がなくなるJ17.7%を最高に， 14項「気がちる」

11. 4%， 15項「物事に熱心になれなし、J10.8%と続

き， m群は22項の「肩がこるJ32.2%を最高に， 25 
項「口がかわくj28.5%， 26項「声がかすれる」

11.3%と続いている。

( 96 ) 
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図 8 項目別の訴え率

〈産業疲労吉竹博各種条件下

の疲労自覚症状より〉
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図 9 項目別の訴え率

システム開発室における項目別訴え率の作業後に

ついて図9よりみてみると群は 6項の「ねむ

いJ75.0%を妓高に 5項「頭がぼんやりする」

66.7%， 7項「目がつかれるJ58.3%と続き， II群

は11項の「考えがまとまらなし、j26.4%を最高に， 15 

項「物事に熱心になれなL、J20.8%， 14項「気がち

るj，17項「することに問遣いが多くなるJ16.7% 

と続き， m群は， 25項「口がかわくJ27.5%を最高
に， 22項「肩がこるJ21. 0%， 21項「頭がいたし、」

15.5%と続いている。

これらの比較により図8，図 9の各群の訴え率の

傾向としては，ほぽ一致していると思われる。ピー

クのずれや訴え率の多少は，夜勤が含まれているか



いないかに起因するところが大きいと恩われる。

(2) 騒音の勤務に及ぼす影響

ア騒音性鍵聴

騒音性難聴の起り方は，暴露騒音の音圧レベル

周波数スベクトノレ，衝撃性および暴露時間によっ

て支配される。すなわち音圧νペルが高い程，ま

た暴露時聞が長い程聴力は低下する。又高周波の

方が低周波より有害性が大きく，衝激音では，波

形のピーク値，持続時間，発生間隔，発生回数が

支配要因となる。しかし結果として起ってくる聴

力障害は，いずれも高音域の聴力損失とくに4000

Hzを中心としたC5-dipといわれる型を示す。騒

音職場とは音の許容基準を超えるような条件の職

場であるが， 80~90ホー γ(A) 以上の騒音は聴

器を障害する危険があると考えられている。 (4)

イ 騒音の生理的影響

騒音は，聴力以外にも身体各部に生理的な影響

を及ぼし(i )唾液や胃液の分泌，胃運動の抑制，

(u)物質代謝の変化〈血糖値の増加等) (iu) 

血圧の上昇，脈拍の増加.呼吸の抑制. Civ)血
流の変化， (v)筋緊強度の増加， (vi)副腎系

ホノレモンの増加等自律神経，特に交感神経が刺激

され種々の影響を及ぼすものといわれている。こ

れらの影響の結果，自覚症状として(i )いらい

らする。(u)心臓がどきどきする。(凶〉食欲

不振， (iv)頭痛，頭重，耳鳴，睡眠不足， (v) 

疲労， (vi)作業能率の低下などが出現するとい

われてし、る。 (5)

ウ 作業能率への影響

騒音は身体各部に生理的影響を及ぼす結果，

( i )注意力集中の妨害， (u)動作の敏しょう

性の妨害， (出〕作業意欲の減退， (iv)疲れや

すい，などの影響となって現われ，作業能率を妨

げることになる。またこの他に会話の妨害があ

り，一層能率の低下を助長する。この問題は生理

的な影響と同様に騒音の性質.作業内容，生活環

境，個人的性格，心身の状態，慣れ等によって大

きく左右されるため，単純に判断することは困難

である。一般的には(i ) 90ホーン程度以上では

ほとんどの作業能率を低下させる。 (u)単純な

作業に対しては騒音はたいした影響を与えず，音

楽は能率を上げることが多L、。(凶〉思考的な仕

事に対しては，一般的騒音よりも興味をひく話声

や音楽などが大きい影響を与えることが多 L、。

Civ)思考的でない困難な仕事に対しては注意力

を集中するため，騒音はあまり気にならない。

(v)騒音は気にならなくとも疲労は婚すといわ

れている。 (6)

7.まとめ

(1) 自覚症状調査からシステム開発室における疲労

は r精神作業型，夜動型」の勤務状態と同様であ

った。訴え率からみると日勤の「精神，神経作業型」

からみれば値は高いが，他の夜勤型の職種からみれ

ばそれ程高いとはし、えない。

(2) 純音最小可聴閥値測定からは顕著な変化はみられ

なかった。又.血圧の上昇や脈拍の増加等も著明な

変化はみられなかった。このことから，システム開

発室における騒音環境の勤務員に及ぼす影響は，期

間中においては特に著しいものとは思われなかっ

た。

(め フリッカー値より求められた日内低下率，週内低

下率ともに週休後の 1当番 2. 3当番とも靭の出

勤時から時間経過とともに，それ程低下はしていな

かった。文，朝出勤時の値も当番をかさねるごとに

低下はしているが，値は小さかった。

( 97 ) 

以上いずれの調査方法によってもシステム開発室

の勤務員の疲労は特に顕著に現われている現象はみ

られなかった。

疲労とL、う現象は，人間生活に密接な関係があ

り，だれもが経験する共通の概念であるが，これの

定義は.非常に困難なものである。それは疲労とい

うことばが個人の主観からでてくるあまりにも常識

的な概念であるからである。従って，社会的な責任

と貢献の意識が仕事の中につらぬかれているとき，

又職務意欲の旺盛な職場や興味ある仕事について

は，容易に疲労感は生じにくいといわれている。

システム開発室は， これらの条件を具備している

ため顕著な疲労現象が現われなかったのではなL、か

と恩われる。
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